
　　

　久高島は、知念岬の東方海上約 5．

3kmの位置にある周囲約 8km、人

口275人、世帯数 145戸（平成 21

年1月末住基台帳）の小さな島。「神

の島」として崇敬を集める霊地で、今

なお神聖な時が流れています。琉球

開闢の神アマミキヨが降臨し、五穀

を初めて伝えた所とされ、古くから聞

得大君や祝女（ノロ）がこの島で真摯

な祈りを捧げてきました。今も古式ゆ

かしい儀式が継承されています。

　その久高島で、旧正月（今年は１月

26日～28日）に１年の大漁や健康

などを祈願する伝統行事「シャクトゥイ

（盃事）」が外間殿で盛大に行われま

した。儀式は、15歳以上の男性が2

人 1組になって殿内に上り、外間根

人から盃を受けた後、三線に合わせ

カチャーシーを踊り、新年を祝いまし

た。また、この日は小さな島も里帰り

した島出身者や観光客であふれ、賑

わいを見せました。
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#12

八重山上布
やえやまじょうふ

群星（むりぶし）とは、沖縄の方言で「昴星（すばる）」のことで「ぶりぶし」、「むるぶし」とも呼ばれています。★本誌タイトルについて★

麻を原料に手で紡いだ糸で織った織物のことです。
八重山上布は、イラクサ科の多年生植物である苧麻（ちょま、方言では「ブー」）から作
られた糸を原料とします。宮古上布が紺地であるのに対して、白地基調の絣織物です。
織られた布は肌触りが良く、軽くて風を通しやすいこと等から夏用の着物として適して
います。白地に藍染料による手括りの技法で絣柄を織り出す「紺縞上布」と白地にクー
ル（日本では八重山地方のみで自生しているソメモノイモ）による捺染（手摺り込み）の
技法による「赤縞上布」などがあります。また、現在では、島でとれる植物染料（八重
山木藍、福木、椎の木）を用いた様 な々色合いの上布が織られています。八重山上布の
起源は明らかではありませんが、李氏朝鮮の歴史書である「李朝実録」によると、1477
年（文明9年）に与那国島に漂流した朝鮮人の見聞録として苧麻で織物が織られていた
とあり、八重山地方では当時既に苧麻を利用した織物が存在していたと考えられてい
ます。八重山上布は昭和に入り一時不振に陥り衰退しましたが、戦後、熱意ある地元
関係者等の絶えない努力により再興され、現在に至っています。

産地組合：石垣市織物事業協同組合
　　　　　竹富町織物事業協同組合
　　　　　（平成元年４月１１日伝産指定）
伝統的工芸品とは
伝統的技術又は技法によって製造された工芸品で
経済産業大臣が指定したものをいいます。沖縄には
１３品目が指定されています。

上布とは、

（登録商標）

〈表紙写真〉

【シャクトゥイ（盃事）】

（久高島）

地域の目「沖縄の風がはこんでくるもの…」

なかゆくい ＊シリーズ⑥　～身近なバイオマスを考えてみよう～

「アジア青年の家2009」について内閣府だより

お知らせ
プロフィール 内閣府大臣政務官　岡本　芳郎

財務部
中小企業向け融資の貸出条件緩和が
円滑に行われるための措置

仕事の窓①　財務部
管内経済情勢報告

仕事の窓②　農林水産部
沖縄県産農林水産物・食品を海外へ !!

仕事の窓③　農林水産部
沖縄バイオマス発見活用協議会の取組を紹介

仕事の窓④　経済産業部
バイオ燃料とガソリン・軽油を自動車用に混合する方へ

仕事の窓⑤　経済産業部
「島のこしが島おこし！」

仕事の窓⑥　開発建設部
充実した教育訓練施設を目指して

仕事の窓⑦　運輸部
「市民力」を活かした滞在力のある「宮古ブランド」形成を図ります！

仕事の窓⑧　運輸部
船員の最低賃金が改正されました！

総　務　部　「中学生向け独占禁止法教室」を開催
経済産業部　「沖縄地域企業立地フォーラム」を開催
農林水産部　「子ども農山漁村交流プロジェクト」シンポジウムを開催
経済産業部　「中心市街地活性化シンポジウム」を開催
運　輸　部　「不正軽油に係る街頭検査」を実施

タレント   高見　知佳
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